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優しいホストファーザーと NZのみんなと一
緒に勉強

ホットスプリングにて記念写真

　
今
年
度
の
中
学
生
海
外
派
遣
事
業
を
、
８
月
１７
日
か
ら

２７
日
の
間
、
生
徒
１２
人
、
引
率
者
４
人
に
よ
り
実
施
し
ま

し
た
。
派
遣
先
は
例
年
ど
お
り
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド（
以

下
、
Ｎ
Ｚ
）の
フ
ェ
ア
フ
ィ
ー
ル
ド
中
学
校
で
す
。
派
遣

団
は
選
考
試
験
で
選
ば
れ
た
佐
賀
中
学
校
５
人
、
大
方
中

学
校
７
人
の
生
徒
と
、
引
率
者
と
し
て
教
育
長
、
佐
賀
中

学
校
か
ら
谷
校
長
、
大
方
中
学
校
か
ら
岡
山
教
諭
、
Ａ
Ｌ

Ｔ
の
ラ
イ
ア
ン
の
計
１６
人
で
す
。

　
行
程
は
、
６
泊
７
日
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
と
、そ
の
前
後

に
ロ
ト
ル
ア
と
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
の
市
内
観
光
を
盛
り
込
ん

だ
１１
日
間
で
す
。

　
主
体
と
な
る
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
は
、
長
年
交
流
の
あ
る
フ

ェ
ア
フ
ィ
ー
ル
ド
中
学
校
に
在
籍
す
る
生
徒
宅
に
１
人
ず

つ
ス
テ
イ（
今
回
は
２
組
の
２
人
ス
テ
イ
あ
り
）し
、
学
校

に
通
い
な
が
ら
、
英
語
や
生
活
習
慣
な
ど
の
異
国
文
化
に

触
れ
、
交
流
を
深
め
る
と
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

　
フ
ェ
ア
フ
ィ
ー
ル
ド
中
学
校
の
あ
る
ハ
ミ
ル
ト
ン
市
は
、

Ｎ
Ｚ
の
北
島
に
位
置
し
、
人
口
約
１７
万
人
で
Ｎ
Ｚ
で
は
４

番
目
に
大
き
な
町
で
す
。
市
の
郊
外
に
あ
る
フ
ェ
ア
フ
ィ

ー
ル
ド
中
学
校
は
全
校
生
徒
約
７
５
０
人
で
、
２０
カ
国
を

超
え
る
国
か
ら
数
多
く
の
留
学
生
を
受
け
入
れ
て
い
る
国

際
性
豊
か
な
学
校
で
す
。
敷
地
内
に
は
平
屋
建
て
の
教
室

が
何
棟
も
建
ち
並
び
、
広
々
と
し
た
校
庭
は
青
々
と
し
た

芝
生
に
覆
わ
れ
て
お
り
、
自
然
に
恵
ま
れ
た
落
ち
着
い
た

環
境
の
学
校
で
す
。
そ
う
し
た
環
境
の
中
で
、
ほ
と
ん
ど

の
生
徒
た
ち
が
裸
足
で
走
り
回
っ
て
い
ま
す
。

　
学
習
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
中
に
、
英
語
を
母
国
語
と
し
な

い
異
国
文
化
の
学
習
が
組
み
込
ま
れ
て
お
り
、
全
校
集
会

で
そ
の
学
習
成
果
を
発
表
す
る
機
会
が
設
け
ら
れ
る
な
ど
、
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ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
へ
行
っ
て
き
ま
し
た
！

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
へ
行
っ
て
き
ま
し
た
！

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
へ
行
っ
て
き
ま
し
た
！

　
早
朝
佐
賀
庁
舎
に
集
合
。
壮
行
式
で
生

徒
代
表
の
武
内
妃
華
さ
ん
が
決
意
表
明
を

述
べ
た
後
、家
族
に
見
送
ら
れ
高
知
龍
馬

空
港
へ
。
羽
田
空
港
か
ら
リ
ム
ジ
ン
バ
ス
で

成
田
空
港
へ
移
動
。
先
に
Ｎ
Ｚ
へ
渡
っ
て
い

た
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
ラ
イ
ア
ン
か
ら
Ｎ
Ｚ
は
例
年

に
な
く
寒
い
と
の
情
報
が
入
り
ま
し
た
。

初
め
て
の
出
国
手
続
き
を
済
ま
せ
、い
よ

い
よ
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
へ
向
け
出
発
で
す
。

17
日（
月
）Ｎ
Ｚ
へ
出
発

　
約
１０
時
間
の
空
の
旅
の
後
、現
地
時
間
の
午
前

８
時
過
ぎ
に
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
空
港
に
到
着
。
空
港

内
で
Ｎ
Ｚ
ド
ル
に
換
金
後
、入
国
手
続
き
を
済
ま

せ
専
用
バ
ス
で
ロ
ト
ル
ア
に
向
か
い
ま
す
。
昼
食
は

途
中
の
マ
タ
マ
タ
の
町
で
。
生
徒
は
は
じ
め
て
Ｎ
Ｚ

ド
ル
で
の
買
い
物
を
体
験
し
ま
し
た
。

　
午
後
は
ロ
ト
ル
ア
市
内
の
レ
イ
ン
ボ
ー
ス
プ
リ

ン
グ
ス
と
先
住
民
族
の
マ
オ
リ
村
を
見
学
。
時
々

小
雨
が
降
り
、気
温
は
１２
度
ほ
ど
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

ロ
ト
ル
ア
は
地
熱
活
動
が
盛
ん
な
こ
と
で
知
ら
れ
、

多
く
の
間
欠
泉
が
あ
り
ま
す
が
、ち
ょ
う
ど
タ
イ
ミ

ン
グ
よ
く
３０
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
迫
力
の
あ
る
吹
き

上
が
り
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
先
住
民
族
の
マ
オ
リ
族
の
伝
統
文
化
を
伝
え
る

マ
オ
リ
村
で
は
、伝
統
の
マ
オ
リ
の
儀
式
と
ハ
カ（
踊

り
）の
鑑
賞
や
ハ
ン
ギ
料
理（
蒸
し
焼
き
料
理
）を

い
た
だ
き
、直
接
マ
オ
リ
文
化
に
ふ
れ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

18
日（
火
）オ
ー
ク
ラ
ン
ド
か
ら
ロ
ト
ル
ア
へ

　
生
徒
た
ち
が
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
と
も
に
元

気
に
登
校
し
て
き
ま
す
。
み
ん
な
表
情
も
明
る
く

元
気
な
の
で
ひ
と
安
心
で
す
。

　
午
前
中
は
近
く
の
窯
元
で
陶
芸
教
室
に
参
加
。

陶
器
に
Ｎ
Ｚ
独
特
の
絵
な
ど
の
思
い
思
い
の
デ
ザ

イ
ン
を
施
し
、着
色
す
れ
ば
作
品
が
完
成
で
す
。

　
午
後
は
マ
オ
リ
式
の
伝
統
の
歓
迎
の
儀
式
に
参

加
し
ま
し
た
。
式
で
は
大
方
中
学
校
の
秋
田
桜
さ

ん
が
、Ｎ
Ｚ
で
学
び
た
い
こ
と
や
、体
験
し
た
い
こ

と
な
ど
を
英
語
で
ス
ピ
ー
チ
し
ま
し
た
。

20
日（
木
）学
校
訪
問
１
日
目

陶
芸
体
験

　
ハ
ミ
ル
ト
ン
３
日
目
の
朝
は
冷
え
込
み
、

最
低
気
温
が
０
度
ま
で
下
が
り
ま
し
た
。

今
日
は
体
育
の
授
業
と
マ
オ
リ
の
伝
統
的

な
ハ
ラ
ケ
ケ（
籠
）作
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　
全
校
集
会
で
は
大
方
中
学
校
の
武
内
妃

華
さ
ん
の
生
徒
代
表
あ
い
さ
つ
の
後
、黒

潮
町
の
紹
介
を
各
自
が
英
語
で
ス
ピ
ー
チ

21
日（
金
）学
校
訪
問
２
日
目

全
校
集
会
で
の
発
表

　
午
前
中
ロ
ト
ル
ア
市
内
の
ア
グ
ロ
ド
ー

ム
で
羊
の
毛
刈
り
シ
ョ
ー
な
ど
を
見
学
し

た
後
、ハ
ミ
ル
ト
ン
市
へ
。

　
午
後
３
時
３０
分
フ
ェ
ア
フ
ィ
ー
ル
ド
中

学
校
へ
到
着
。
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
対
面

後
、そ
れ
ぞ
れ
が
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
へ
。い

よ
い
よ
こ
れ
か
ら
期
待
と
不
安
の
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
が
始
ま
り
ま
す
。

19
日（
水
）フ
ェ
ア
フ
ィ
ー
ル
ド
中
学
校
へ

中学校に泊まりました
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生
徒
の
学
習
意
欲
の
向
上
に
つ
な
が
る
よ
う
な
取
り
組
み

が
行
な
わ
れ
て
い
る
の
も
特
徴
で
す
。

　
フ
ェ
ア
フ
ィ
ー
ル
ド
中
学
校
の
生
徒
た
ち
は
普
段
か
ら

外
国
文
化
に
触
れ
合
っ
て
い
る
た
め
、
私
た
ち
に
も
気
軽

に
接
し
て
く
れ
る
の
で
、
生
徒
も
す
ぐ
に
学
校
に
溶
け
込

む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
前
回
派
遣
団
と
し
て
参
加
し
た

３
年
前
と
比
べ
、
学
校
側
の
受
け
入
れ
態
勢
、
特
に
生
徒

の
体
験
メ
ニ
ュ
ー
が
よ
り
充
実
し
た
も
の
に
な
っ
て
い
ま

し
た
。
こ
れ
は
受
け
入
れ
を
担
当
し
て
い
る
、
ロ
ー
レ
イ

ン
先
生
と
、
ラ
ー
先
生
の
尽
力
と
、
フ
ェ
ア
フ
ィ
ー
ル
ド

中
学
校
か
ら
の
訪
問
団
の
来
町
が
再
開
し
、
互
い
の
交
流

が
よ
り
深
ま
っ
て
い
る
た
め
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
生
徒
た
ち
に
と
っ
て
は
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
中
心
の
こ
の
派

遣
事
業
は
、
け
っ
し
て
楽
し
い
だ
け
の
も
の
で
は
な
か
っ

た
は
ず
で
す
。
異
国
の
文
化
の
中
に
身
を
置
き
、
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
で
は
英
語
だ
け
の
時
間
の
中
で
、
自
分
自
身
が
ど

う
す
べ
き
か
を
真
剣
に
考
え
行
動
し
た
は
ず
で
す
。

　
ま
た
、
異
国
文
化
に
触
れ
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を
す
る
こ

と
に
よ
り
、
改
め
て
日
本
の
良
さ
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
何
よ
り
も
、
人
と
人
と
の
ふ
れ
あ
い
の

中
で
、
多
く
の
こ
と
を
学
ん
だ
は
ず
で
す
。
今
回
の
こ
の

体
験
が
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
大
き
な
自
信
と
な
り
、
今
後

の
中
学
校
生
活
や
そ
の
後
の
人
生
に
必
ず
役
立
つ
も
の
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
私
自
身
こ
の
海
外
派
遣
事
業
で
、
改
め
て
日
本
と
の
教

育
シ
ス
テ
ム
の
違
い
を
感
じ
ま
し
た
。
生
徒
に
は
自
由
で

の
び
の
び
と
し
た
中
に
も
規
律
が
あ
り
、
教
職
員
に
は
ゆ

と
り
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
日
本
の
学
校
現
場
と
は
基
本

的
に
異
な
る
部
分
が
多
く
あ
り
ま
し
た
が
、
今
回
の
派
遣

事
業
を
通
し
て
得
ら
れ
た
こ
と
を
、
今
後
の
教
育
行
政
に

少
し
で
も
生
か
し
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
Ｎ
Ｚ
派
遣
団
長
・
教
育
長 

坂
本
　
勝
）

し
、最
後
に
よ
さ
こ
い
鳴
子
踊
り
を
披
露

し
ま
し
た
。
７
０
０
人
を
超
え
る
生
徒
の

前
で
も
一
人
ひ
と
り
が
萎
縮
せ
ず
、し
っ
か

り
と
発
表
で
き
ま
し
た
。

　
夜
は
学
校
で
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
一
緒

の
交
流
パ
ー
テ
ィ
で
す
。
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先

の
家
族
が
大
勢
集
ま
り
、手
作
り
の
料
理

を
囲
ん
で
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
生
徒
た
ち
は
こ
の
夜
マ
オ
リ
族
の
集
会

所
を
か
た
ど
っ
た
建
物
へ
泊
ま
り
、交
流
を

深
め
ま
し
た
。

　
学
校
出
発
の
日
で
す
が
、朝
か
ら
あ
い

に
く
の
雨
と
な
り
ま
し
た
。ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
と
は
こ
こ
で
お
別
れ
で
す
。
生
徒
た

ち
の
中
に
は
、涙
し
て
い
る
生
徒
も
い
ま

し
た
。
別
れ
を
惜
し
み
つ
つ
オ
ー
ク
ラ
ン
ド

へ
。

　
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
で
は
、博
物
館
や
オ
ー

ク
ラ
ン
ド
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
ス
カ
イ
タ

ワ
ー
を
見
学
後
、生
徒
た
ち
は
待
ち
に
待

っ
た
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
。

25
日（
火
）オ
ー
ク
ラ
ン
ド
へ

　
午
前
５
時
４５
分
に
ホ
テ
ル
を
出
発
。

ま
だ
暗
い
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
の
町
を
空
港

へ
移
動
。
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
出
を
胸
に
、

オ
ー
ク
ラ
ン
ド
か
ら
日
本
へ
向
け
飛
び

立
ち
ま
し
た
。
夕
方
成
田
空
港
へ
到
着
。

夜
は
ホ
テ
ル
内
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
久
し

ぶ
り
の
日
本
食
で
し
た
。

26
日（
水
）オ
ー
ク
ラ
ン
ド
か
ら
成
田
空
港
へ

　
い
よ
い
よ
学
校
で
の
最
後
の
交
流
日
で
す
。

午
前
中
は
フ
ェ
ア
フ
ィ
ー
ル
ド
中
学
校
の
生
徒
に

よ
る
演
劇
を
鑑
賞
し
ま
し
た
。
近
隣
の
小
学
校

か
ら
集
ま
っ
た
児
童
た
ち
の
前
で
、ど
の
生
徒
も

大
き
な
声
で
、堂
々
と
し
た
す
ば
ら
し
い
演
技

で
し
た
。
国
民
性
や
文
化
の
違
い
に
よ
る
も
の

だ
と
思
い
ま
す
が
、自
分
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
力
に

優
れ
て
お
り
、生
徒
た
ち
も
演
技
に
圧
倒
さ
れ

た
様
子
で
し
た
。

　
午
後
は
各
自
が
授
業
に
参
加
。
そ
の
後
、マ
オ

リ
式
の
お
別
れ
式
が
行
な
わ
れ
、バ
リ
ー
・
ロ
バ

ー
ツ
校
長
先
生
か
ら
一
人
ひ
と
り
が
修
了
証
書

を
受
け
取
り
ま
し
た
。

24
日（
月
）学
校
訪
問
３
日

演
劇
の
鑑
賞
と
授
業

　
成
田
か
ら
バ
ス
で
羽
田
空
港
に
移
動
し
、高

知
龍
馬
空
港
へ
。
町
バ
ス
で
黒
潮
町
へ
向
か
い
ま

し
た
。
午
後
３
時
に
黒
潮
町
へ
到
着
、佐
賀
中
学

校
の
今
村
琳
花
さ
ん
の
感
謝
の
言
葉
で
１１
日
間

の
研
修
を
終
え
ま
し
た
。

27
日（
木
）成
田
か
ら
黒
潮
町
へ

　
生
徒
は
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
自
由
行
動
で

す
。
２
日
間
は
他
の
生
徒
や
引
率
者
と
離
れ
る

た
め
、常
に
自
分
の
英
語
力
だ
け
が
頼
り
で
す
。

幸
い
２
日
間
と
も
天
気
に
恵
ま
れ
、ホ
ス
ト
フ
ァ

ミ
リ
ー
と
牧
場
や
海
辺
へ
行
っ
た
り
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
を
し
た
り
と
、思
い
思
い
に
自
由
な
時
間
を

楽
し
ん
だ
よ
う
で
す
。

22
日（
土
）〜
23
日（
日
）

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
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とても仲良くなりました
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佐賀中学校　今村　琳花
　私はニュージーランドに行ってマオリ族の人たち
がいれずみをしていたり、あいさつの仕方が違って
いることなどマオリ族の人たちについて知ることが
できたし、マオリ族以外の人たちもマオリ族の人た
ちを大切にしていていいことだなと思いました。
　ご飯も量がたくさんで味もおいしくてうれしかっ
たです。
　違う言葉を話す人と関わることで、会話をするの
に大切なのは言葉じゃなくて気持ちだということや、
何かを大切にすることはいいことだと改めて感じま
した。この研修を通して、これからもっといろんな
ことに挑戦してたくさんの人と関わって、いろんな
ことを学びたいと思いました。
　こんないいきかいは他にないと思うので、たくさ
んの人にニュージーに行っていろんなことを学んで
もらいたいです。

佐賀中学校　矢野　花恋
　私がNZに行って日本との文化の違いを感じたのは、NZ
の人のフレンドリーさです。
　学校訪問のとき、生徒の人たちが「Hi！」「こんに
ちは」など声をかけてくれました。なかには、日本
語でこの言葉は何というのかなど、すごく日本に関
心を持ってくれる人がいてうれしかったです。今ま
で私は、自分からそんな風に声をかけたことはなか
ったし、声をかけられたこともなくてびっくりしま
した。
　だから、私はその文化を知り、ホームステイ先の
人と遊びに行ったとき自分から声をかけれました。
私はすごく人見知りだったのにこの研修を終えて積
極的になれたと思います。
　他にも英語の発音や聞き取りもできるようになっ
たと思います。
　この研修を終えて得ることはたくさんあると思う
ので、この研修でNZに行けて本当に良かったです。

大方中学校　森　遥都
　僕がNZ研修に行って１番印象に残ったことは、NZ
の人々の人柄です。NZの人々の人柄は、知らない
人たちにも気さくにあいさつをしてくれて、笑顔で
話してくれるような人柄です。道路でも、信号が無
い円形の交差点で、円滑に進められる程に譲りあい
の精神があり、優しい人たちだということがわかり
ます。学校に行っても、教室に行くまでもあいさつ
をしてくれて、「よろしく」と言ってくれたり、案内
をしてくれることがありました。教室内では、どこ
に座れば良いかを教えてくれたり、パソコンの使い
方を教えてくれて、どんな物が好きか、などを聞い
て来てくれて、休み時間には、遊びに誘ってくれる
など、友好的で気さくな良い人たちでした。
　NZの人たちは、あまりよく知らない人にも優し
く話してくれる良い人たちで、遊びにも誘ってくれ
る人でした。だから、将来は外国の人々と関われる
ことをしたいと思いました。

佐賀中学校　明神　萌花
　NZに行くのは、はじめは少しこわかったけど、行
ってみるとけしきは日本とにていて安心しました。
私がすきな羊がたくさんいたし、食べものもきらい
と思うものはありませんでした。
　NZの人は、積極的で、とても優しかったです。だ
からすぐに仲よくなれるし、遊んだりして楽しかっ
たです。
　観光ですごいと思ったのはマオリ族のショーです。
ポイを使ったダンスがすごいそろっていてきれいで
した。いかくの顔はみんなこわいけど笑うとみんな
かわいかったです。
　ホームステイ先では、ゲームをしたり、トランプ
をしたりしてすごい楽しかったです。お母さんが作
ったごはんは、ぜんぶ私が好きなもので、おいしか
ったです。わかれる時は悲しかったけど、それだけ、
楽しい思い出ができたので良かったです。将来、NZ
で住めるように、英語を勉強していきたいです。

佐賀中学校　森田　菜月
　私がニュージーランドに行って１番思ったことは
自然がとっても豊かということと、人がとてもやさ
しいなと思いました。牧場がたくさんあって、そこ
ではたくさんの牛や羊がいて、私は牧場が見えるた
びに羊が何匹いるかとか数えてしまいました。私た
ちと初めて会うのにハイタッチをしてくれたり、
「Hi！！」と声をかけてくれたりしました。私がステ
イしていたとこの人も休日はいろんなところにつれ
て行ってくれたり、おいしいご飯を作ってくれたり、
私たちの英語を一生懸命ききとろうとしてくれまし
た。すごく嬉しかったです。この人たちと会えて良
かったと思いました。別れの時はとても寂しくて涙
が出そうになりました。ニュージーランドに行けて、
たくさんの人と出会うことができてとても良かった
です。日本にニュージーの人がくる時はたくさんの
場所に行きたいし、来て良かったと思ってもらえる
ようにしたいです。

佐賀中学校　永野　麻尋
　私はニュージーランドへ行って、ニュージーラン
ドの文化や生活について学んできました。ホストフ
ァミリーと一緒に暮らして、日本とは違う海外の生
活を実際に体験することができました。その中でニ
ュージーランドの素晴らしさはもちろん、日本の良
さや毎日の生活のありがたさにも気づくことができ
たと思います。また、日本の文化も伝えようと思っ
ていたので、いただきますやごちそうさまのことを
言いました。すると次の食事から日本語で言ってく
れたので嬉しかったです。　　　　　　　　
　ホストファミリーと一緒に過ごして、食べ物や食
事が違ったりしたけど、犬の散歩をしたり一緒にゲ
ームをしたりして日本とあまり変わらないなと思い
ました。日本とニュージーランドの生活は一緒だと
思いました。楽しもうと思えば楽しめることが分か
りました。次にニュージーランドへ行く時は、英語
力を上げてたくさん話したいと思います。
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大方中学校　土居　優奈
　私にとってこの１１日間の研修は、一生忘れられな
い、とても貴重な体験となりました。
　中でも１番の思い出はホームステイです。ホスト
ファミリーのみんなはとても優しく、おかげで緊張
もすぐに解けました。英語での会話にも積極的に挑
戦しようとすると、みんな精一杯理解しようとして
くれて、私に話す時も、分かりやすいように工夫し
てくれて助かりました。NZの中学校に通うと、生
徒たちはみんなフレンドリーで、よく声をかけてく
れてうれしかったです。
　研修を通して、NZの文化や習慣を肌で感じ、日
本との違いをたくさんみつけることができました。
これを日本の家族や友だちなど多くの人に伝えてい
きたいです。そして改めて学んだのは、今の英語力
ではまだまだ通じないということです。これからは、
今まで以上にしっかり英語を勉強していきたいです。
将来、もっと英語を話せるようになったら、また必
ずNZに行きたいと思います。

大方中学校　金子　朋華
　NZ語学研修では、日本では体験できないような
素晴らしい体験ができた。
　私は羊に触ることもNZに行く楽しみの１つとし
ていた。私が想像する羊毛の感触は綿菓子のように
フワフワしていたが、実際の感触は、ベタベタして
いた。でも、そのベタつきは私たちの肌に良いみた
いで私はもっと羊のことが好きになった。この羊の
感触が１番の衝撃だった。語学研修で１番心に残っ
ているのはホームステイだ。私たちにやさしく接し
てくれたホストファミリーには感謝している。私は
英語を聞き取ることが苦手だった。だから会話がで
きたときは嬉しくてしかたなかった。もっと英語を
勉強して話せるようになりたいと思った。９歳の女
の子には折り紙を気に入ってもらえて良かった。今
度はNZの生徒が私たちの町に来る。NZの良さを私に伝
えてくれたように、次は私が日本の良さを伝えたい。

大方中学校　武内　妃華
　今回の研修で学んだことの1つ目は、自分で考え
て行動することです。空港はとても広かったです。
何時にここに集合、と言われたら、何時にご飯すま
してそれから…など勝手に先のことを考え行動がと
れるようになっていました。２つ目は、コミュニケ
ーションをとることや人との関わり方です。最初と
ても心配していた英語も、時間がたつにつれて、だ
いぶ聞きとれるようになり、自分の言いたいことを
話せるようになっていました。まだまだ思っている
ことを全て伝えることはできません。しかし、いつ
のまにかジェスチャーをしながら話すようになって
いました。進歩したなと私は思います。
　この２つのことは将来のためになることだと思い
ます。英語も訳せるようになってきて、英語が楽し
いと思いました。それに、自分の思ってることを伝
えることはとても大切なことだと、研修を通して思
いました。１つ成長できました。　　

大方中学校　山元　はな
　ホストファミリーやNZの生徒と話していて、英
語は文法をあまり知らなくても、伝えようとすれば、
単語をつなげて何とか伝えられることが分かりまし
た。でも、もっとたくさん英語を勉強すれば、もっ
とくわしく話せるようになるし、もっともっと話す
のが楽しくなってくると思います。私は本当に簡単
な英語しか話せません。なので、もっといろんな単
語を知り、いろんな文法を学んで、次にNZに行っ
たとき、黒潮町や日本、自分のことをさらにくわし
く英語で話せるように、がんばって勉強します。こ
の研修で学んだことを、生活にも、将来にも活かし
ていきたいです。

大方中学校　山闢　媛加
　私がこのNZ研修に参加したのは、私と同年代の
学生の暮らしを体験したい、将来の夢に近づきたい、
という思いからです。
　私は、ホームステイや学校訪問を通して、私と同
年代の学生は、すごく私たち日本の学生と似ている
ところが多いように感じました。初めて会った時は、
照れくさくて、距離を感じますが、長い時間過ごし
ていく中で、気付いたらすごく仲良くなっていまし
た。日本の友達も、初めはぎこちなかったのに、今
はすごく仲がいい、ということがあります。きっと、
これと同じことだと思います。
　また、ホームステイ中、教会を訪れました。そこ
には、親についてきた小さな子どもが多く、一緒に
たくさん遊びました。私は将来、国連のユニセフで、
外国の子どもたちに勉強を教えに行きたいと思って
います。言葉が分からなくても、世界の子ども同士
似ていることが多く、どこかつながっていることを
強く感じました。私の将来の夢に自信が持てました。
またNZに行きたいです。本当にありがとうござい
ました。

大方中学校　秋田　桜
　私にとってこのNZ研修は、とても有意義なもの
であったと思います。
　初めての海外旅行で不安などもたくさんありまし
たが、それもすべて良い経験になりました。ロトル
アやオークランドでの観光はとても楽しかったです。
自分たちの目で実際にマオリ文化を見たりNZにつ
いて学んだりすることができました。
　ホームステイはとても貴重な体験となり、そして
一生思い出にのこるものになりました。そしてあら
ためて日本以外の国の文化に興味を持ち英語を学び
たいと思いました。NZにはいろいろな国の人がい
て英語で会話していました。日本語がまったくない
中で英語でコミュニケーションをとるのは、私にと
って難しいことでありながら楽しいことでした。
今回の研修で「英語が話せればもっと将来は楽しく
なる」ということに確信を持ちました。そのために
これから日々、英語の勉強に力を入れていきたいと
思います。


